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れたのかを明らかにするために、Ke. brevis、Kl. veneficum、および L. chlorophorum の3生物種を
対象に、3つの代謝経路、クロロフィルa 合成系、イソプレン合成系、およびヘム合成系に関して、そ
れぞれの経路を構成する各タンパク質の進化的起源を分子系統解析に基づいて詳細に検討した。著者
は、系統樹に基づき3生物種の各タンパク質を、共生藻からの Endosymbiotic Gene Transfer (EGT) に
より獲得された endosymbiotically acquired (EA) タイプ、葉緑体を置換する前の祖先渦鞭毛藻のペ
リディニン葉緑体で機能しており垂直的に受け継がれた vertically inherited (VI) タイプ、および
共生藻とも祖先渦鞭毛藻とも関係のない系統の生物から水平的に獲得された laterally-acquired (LA) 
タイプに分類した。その結果、1) Ke. brevis および Kl. beneficum のクロロフィルa 合成系ではEA




















 平成 30年 9月 13日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
